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学びの広場

コミュニケーションの大切さを学ぶコミュニケーションの大切さを学ぶ

　▲コミュニケーションの大切さを学ぶ受講生

　コムコム定期講座「グッドライフ講座」が、２月
23 日に市民ふれあいプラザで行われ、あきたＡＴ
研究会の髙橋静子さん（秋田市）が「コミュニケー
ションで変身！アクティブシニア」と題して講演し
ました。
　参加した受講生 14 人はメモを取りながら、自分
と相手どちらも大切にするコミュニケーションにつ
いて学び、また、実際に事例を体験して正しい言葉
遣いの大切さを実感していました。
　体験後、受講生からは「優しい言葉をかけると優

しい言葉で返ってくることが分かった」「これから
優しい言葉遣いを心がけたい」と声が上がりました。～コムコム定期講座「グッドライフ講座」～

　阿仁生き活き大学（西根邦明学長）の学習会及び
修了式・閉講式が、３月 10 日に阿仁ふるさと文化
センターで行われ、学生 40人が出席しました。
　学習会では、講師の太平寺前住職で詩人の亀谷健
樹さんが「こころの健康～マインドフルネス　長寿
社会における真の幸せとは」と題し、103 歳まで
長生きした女性の話に触れ、朝に昆布水を飲み、来
客との対話を楽しみ、笑顔を絶やさないなど、長寿
の秘訣 10か条を語りました。
　引き続き行われた修了式・閉講式では、皆勤賞 　▲今年度最後の学習会で講演を聴く受講生

14 人の表彰に続き、学士号などの称号が授与され、
今年度の学習を締めくくりました。

郷土の偉人　畠山義郎を語り継ぐ郷土の偉人　畠山義郎を語り継ぐ
～第156回「合川ろばた講座」～

学習を通じて教養を高め絆深める学習を通じて教養を高め絆深める
～阿仁生き活き大学　学習会と修了・閉講式～

　今年度で 40 周年を迎える「合川ろばた講座」が、
３月 14日に合川公民館で行われ、約 50人が参加し、
北秋田市名誉市民で元合川町長の故・畠山義郎氏の
偉業と功績を語り合いました。
　今回の講座では「郷土の偉人　畠山義郎を語り継
ぐ」と題し、話題提供者として和田勇治さん、安部
綱江さん、関源一さんを迎え、畠山氏のエピソード
や幼少期から晩年までの写真の紹介も交えながら、
旧合川町長を 10 期 40 年務め、地域の発展に尽力
した畠山氏の功績について意見を交わしました。 　▲故・畠山氏の功績を語り合った合川ろばた講座

　参加者からは、畠山氏との思い出や活発な意見が
飛び交い、盛会な講座となりました。
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